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えて、チャーターメンバーをはじめ100歳から40代
までの層の厚いメンバー構成で、充実感にあふれ
たクラブです。
　50年を大きな節目として、初心を忘れることな
くこれからも成長を遂げられるクラブでありたい
と切望いたします。

　平成も四半世紀が過ぎて26年目を迎えまし
た。毎年のことながら、年が改まると気持ちが高
揚して引き締まる思いがいたします。「今年も良い
年になりますように…」「より良い生き方ができます
ように…」と願わずにはいられません。
　大阪Ⅰゾンタクラブにとって、今年は創立50周
年の記念すべき年です。50年の歴史の重みに加
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大阪Ⅰゾンタクラブは2014年、
創立 50 周年を迎えます

50周年記念事業として、大阪市に自主防犯パ
トロール車（青パト）１台を寄贈します。
（４月３日、大阪市役所前にて贈呈式予定）

記念式典・祝宴
2014 年 4月29日（祝）15：00 ～

於：リーガロイヤルホテル大阪
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50周年記念事業実行委員会　名誉顧問　佐々木 静子

50周年記念事業実行委員会　委員長　川田 喜代子

　私たちの大阪Ⅰゾンタクラブも今年で満50年を
迎えます。
　思い起こせば、アメリカのゾンタ本部より「大阪
にも創りませんか」とのお話をいただき、先輩の東
京ゾンタの方 と々もご相談して、急遽大阪ゾンタク
ラブを創立したときは、私はまだ三十代の若さで
した。月日の流れの速さに今更ながら驚くばかり
です。今は亡き飯田順先生、医師の牧野夫佐子
先生などと大阪YWCAの改築前の古い建物に集
まって、YWCAやBPW、大学婦人協会などの各
メンバー、そして個人として学者、政治家、芸術
家などの専門職の方たちに働きかけ、多くの女性
の入会希望の方々を会員として、発足することが
できたのです。
　当時のゾンタの規則では、一業種お一人という
ことになっていましたので、ご入会いただく方の
調整に苦労したくらいです。おかげで女性最初の
大臣の中山マサ先生、日本ユネスコ協会副会長
の広瀬勝代先生をはじめ、宝塚の天津乙女さん、
作家の山崎豊子さん、音楽家の辻久子さんなど
錚々たるメンバーが揃い、私も弁護士としてメン
バーに加えていただいたのです。例会日には、女
性の方々がサイン帳を持って会場のホテルの前に
集まるくらいの盛況ぶりでした。
　この半世紀の間に、世界の情勢は大きく変わ
り、社会の動きと共に私どものゾンタの歩みにも

　大阪Ⅰゾンタクラブは、本年で創立50周年を迎
えることとなりました。これは一重に役員諸姉の
お力はもとより、会員の皆様方およびその方たち
を支えてこられたご家族の方々のおかげと深く感
謝する次第です。
　ふり返ってみますと私は大阪Ⅰゾンタクラブ創立
に数か月遅れて、女性弁護士第１号の佐々木静
子先生と関西医大の先輩の近江栄美子先生のお
誘いで大阪Ⅰゾンタクラブに入れていただき、
チャーターメンバー同様の約50年を大阪Ⅰゾンタ
クラブの皆様とごいっしょに今日まで過ごしてまい
りました。実はメンバーになる前に、この会を創
立された初代会長広瀬勝代先生、二代目会長中
山マサ先生（日本で初めての女性労働大臣）にも
大変かわいがっていただき、広瀬先生の芦屋のご
自宅に何度も伺ってゾンタクラブの主旨その他い

大阪Ⅰゾンタクラブ創立50周年
記念事業について

いくつかの曲折がございましたが、ゾンタを愛す
る会員と、これを支えてくださる多くの方々のお力
で、クラブは地味ではありますが、たゆみなき歩
みを続けてまいりました。
　岡山、福井、大阪Ⅱなどのいくつかのクラブを
創り、また、地区役員も何名か選出し、大所高所
に立って、ゾンタの発展に微力を尽くしてまいりま
した。
　半世紀前にまいたささやかなゾンタの種は、今
や一樹となって大地に根をおろしているのです。
　多くの皆様方によって支えられ育ってきた私ど
ものゾンタクラブも、チャーターメンバーは私一人
だけとなってしまい、会員の世代交代を迎えてい
ます。
　新人会員を得て、古い会員も心一つに、老化し
つつあるゾンタに新しい生命の息吹を与え、今後
の半世紀には、更に一層の活動が望まれてなりま
せん。
　今までゾンタのために惜しみなく活力を与えてく
ださいました皆様に心より感謝申し上げると共に、
次の半世紀への発展を心より願ってやまない次第
です。
　来る４月29日には、お世話になった皆様への
感謝を込め、式典と講演会、祝宴を催したく、お
忙しいとは存じますが、皆様のご来会を一同心よ
りお待ち申し上げる次第でございます。

ろいろとご指導いただいたことを何よりも誇りに
思っております。
　さて、私が五代目会長の1980年９月、創立15
周年を記念して、“大阪ゾンタクラブ会報第1号”
を創刊いたしました。その他、いろいろと企画を
たて、クイーンエリザベス号の船上での会合などな
ど。あのころの皆様のお写真や記事を眺めていま
すと、なつかしい方々やいろいろな事などがまる
で昨日のことのように浮かんでまいります。
　さて、大阪Ⅰゾンタクラブのメンバーは行動派の
方、いろいろとすばらしいアイデアを出される方な
どなど所謂ハンサムウーマン
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が多く、数々の業績
を刻んでこられたのは皆様ご存じのとおりです。
　50周年を迎えるに当たり、これを契機として今
後も改めてご一緒に前進し、さらにさらに飛躍を
とげていくよう希っている次第です。

大阪Ⅰゾンタクラブは、現在、2014年4
月29日（祝）の50周年記念式典・祝宴に
向けて準備を進めています。これまでに
数回の記念事業実行委員会を開催し、
式典の内容や記念事業について検討して
きました。多くの方にご参加いただけま
すよう、クラブメンバー一同お待ち申し上
げております。よろしくお願いいたしま
す。

記念式典に向けて

大阪Ⅰゾンタクラブ創立50周年に想うこと

大阪Ⅰゾンタクラブ創立50周年を迎えて
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大阪Ⅰゾンタクラブを紹介する映像

日本人的感覚のおもしろさを語る玄侑宗久氏

幻想的な富士山の映像と
岡田修氏の力強い津軽三味線演奏

諸団体への寄付金の贈呈 寄付金を手渡す早川会長

2013年度収益金贈呈先

●東日本大震災支援金　●NPO法人児童虐待防止協会　●四恩学園　●毎日新聞社会事業団
●国際ゾンタ財団（アメリア・イアハート基金）　●ライトハウス　●ユニセフ

2013年度  チャリティー講演会
2013年3月7日（木）　ホテルニューオータニ

翌日の3月8日には、
毎日新聞に紹介され
ました。

　2013年度のチャリティーイベントは、ローズデーに
近い3月7日に行いました。講演会＆津軽三味線コン
サートを開催し、約700名の方にご来場いただきまし
た。今回も、講演の前に諸団体への収益金の贈呈を
行いました。
　講師の玄侑宗久氏には、「日本的生活」というテー
マで講演していただき、岡田修氏には力強い津軽三
味線を披露していただきました。
　参加された方々からは、「玄侑氏の話題は多岐にわ
たり、日本語のおもしろさや日本人的感覚について改
めて考えさせられました」「日本人のもつ“思考の柔軟
さ”のすばらしさを自覚できました」「玄侑氏の静かな

口調でのお話と力強い三味線の音の対照が、演奏の
感動を一段と盛り上げている気がしました。“火の鳥”
の曲のときは、映像の中に演奏者のシルエットが映り
込み、幻想的なイメージを醸し出して圧巻でした。伸
びやかな美しい歌声が今も耳に残っています」「東日
本大震災の復興に末永く支援活動を続けようとするゾ
ンタクラブの熱意に感動しました。津軽三味線の響き
は、被災地の復興への熱い思いであり、東北人の“心
の強さ”でもあると感じました」等々の感想をいただき
ました。ご来場いただきました皆様、ありがとうござ
いました。

第５回 エリア3エリアミーティング参加報告　　  中務 和美
2013年4月20日（土）に福井県でエリア3エリアミーティングが開催され、大阪
Ⅰからは8名が出席しました。以下に概要と出席者の感想をまとめました。

・ワークショップⅠは「ゾンタとは一体何か？」と題して上田トクヱ氏（26地区
直前ガバナー）、山本蒔子氏（26地区パーラメンタリアン・元ガバナー）をパ
ネラーに迎え、岡澤則子ADが新入会員の役をして種々質問をした。
・ワークショップⅡ「アドボカシー　三隅佳子の時間」では国際社会での女性
の地位に関して三隅佳子氏の講話があった。
・「新旧クラブに聞く」では金沢ZCの発表のあと、大阪ⅠZCからはDVDに
よるクラブの活動紹介、そして同好会によるフラダンスも披露した。
・基調講演「アウン・サン・スー・チーを語る」大津典子氏
 スーチー氏の人となりのわかるエピソードなどを語られ、ちょうど同氏の来
日と重なってタイムリーな話題で興味深かった。（行岡陽子）
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2012年12月例会卓話

2013年9月例会卓話

2013年11月例会卓話

2013年12月移動例会

2013年12月移動例会

2014年1月例会卓話

講師の西嶋攝子先生

講師の中務和美会員

講師の辨野義己先生

スミソニアン博物館―航空と宇宙の博物館―を訪れて
（アメリア・イアハートの思い出）

講師：永井隆子会員

　小春日和に恵まれたひと日、メンバーは神戸へ。最
初に訪れた「香雪美術館」は朝日新聞社の創業者・
村山龍平氏が蒐集された東洋の古美術コレクション
を収蔵する私設美術館。永く理事長・館長を務めら
れた村山藤子さんは龍平氏のご息女で我がクラブの
チャーターメンバーのお一人でもあった。そのご縁で
今回は現館長自らがご説明下さり、仏教美術の粋や
茶道具の精髄が網羅されている静謐な空間をしばし
堪能させていただいた。
　次いで伺った「堀江オルゴール博物館」ここでは稀
有なオルゴールの数々に先ず圧倒された。茶箪笥程の

　平成25年12月31日に、わたしは、アメリカ・ワシン
トンDCに数有るスミソニアン博物館の中でも全米屈指
の人気博物館、航空と宇宙の博物館を訪れた。入口で厳
重な荷物検査があるが、無料で入場でき、広いので入場
制限も無く、大人から子供まで、とにかく大勢の人々が
訪れていた。
　人類の夢、月への到達を実現した「アポロ11号司令
船“コロンビア”」や、３人が着た宇宙服の現物が置いて
あり、子供たちの夢の世界が、すぐそこに実現していた。
　入口中央の奥の２階部分に、ライト兄弟が人類初の動
力飛行に成功した時の「1903年ライトフライヤー」、その
すぐ横に、まさに航空と宇宙の博物館の中心部分に、ア
メリア・イアハートが搭乗し、女性として初めて大西洋
の単独横断に成功したロッキード５B“ベガ”が展示され
ていた。映画『アメリア　永遠の翼』で人気が再燃した
ため、アメリアの立像の写真が“ベガ”のそばに設置さ

大きさの物、絡繰り人形に仕込まれた物　等々。最初
にオルゴールの歴史や精密な仕組みのレクチャーを受
けアンティークオルゴール 360 台のコレクションの中
の、高度な演奏を可能にした数台から主にクリスマス
ソングの数々を聴き、美しい旋律に浸る幸せを感じた。
その後例会場の「蘇州園」へ。見事な日本庭園に囲ま
れながらいただく、お料理は殊の外、美味。例会後は
ミニオークションもありで収益は勿論ニコニコ積み立
てへ。笑いがひとつになった有意義な会でした。

美しい皮膚をいつまでも
講師：西嶋皮ふ科　院長　西嶋攝子先生

川田 喜代子

ショパンってどんな人？
講師：中務和美会員

腸年齢で若さは決まる
講師：理化学研究所イノベーション推進センター　辨野義己先生

大西 治代

笑いがひとつになった移動例会　親睦委員長　大西 治代

香雪美術館・堀江オルゴール博物館へ　　　　　　　　　　　上嶋 泰子

　西嶋攝子様は、私の一番信頼のおける、また自慢で
きる後輩です。関西医大の皮膚科学教室助教授を長く
勤められて多くの後輩を育成され、ノーベル賞を受賞
された山中伸弥教授夫人も教室で指導されました。今
回、多忙の中を大阪Ⅰゾンタクラブのために、私たちの
関心深い“皮膚について”ご講演をお願いいたしました。

ショパンの名前を知らない人は先ず少ないと思うが、
その実像は案外知られていない。昨年はポーランドで
の前半生を、今回はフランス（ノアンにあるサンドの
別荘やパリ）における彼の後半生を辿ってみた。

ショパンを知るには５つのキーワードがある。
・ピアノの詩人と呼ばれ美しい曲を多く作る　
・祖国ポーランドへの生涯にわたる愛国心
・パリの社交界（サロン）での活躍
・男装の麗人ジョルジュ・サンドとの恋
・病気（結核？）との戦い

　理化学研究所イノベーション推進センターの辨野義
己氏は腸内常在菌の研究について国内有数の学者で、
テレビ等にもよく登場し、腸内環境整備について多く
を指南しておられる。腸内環境が悪いと免疫力が低下
し処々の病を引き起こす。適度の運動と野菜・乳酸菌
を多く摂って規則正しい排便を促し、腸年齢を若く保

　12月 19日、この日は私たちクラブの年一回行う移
動例会の日でした。朝降っていた雨も上がり、午後 1
時に阪急神戸線御影駅南に集合し、その近くにある香
雪美術館へ行きました。ここには朝日新聞を創刊され
た村山龍平様のコレクションの美術品、茶道具、仏教
美術、絵画などがあり、その説明を佐々木先生とご親
交のある館長様から直々にお聞きすることができ、ゆっ
くり拝見しました。その後に茶菓をいただき一服して
から、チャーターしていた小型バスで夙川の北方にあ
る堀江オルゴール博物館へ移動しました。ここにはス

【要旨】
皮膚は身体最大の器官です。皮膚は内臓の「鏡」ともいわれ、
美しい肌（皮膚）は心身全体の健康状態をはかるバロメーター
でもあります。美しく健康な皮膚の条件は、①表面に潤いがあ
りなめらか、②はりと弾力があり、柔らかでしなやか、③血液
循環がよく、血色がよく、生き生きしており、みずみずしさが
感じられる、などです。
これらの条件を保つ一番大事なことは“紫外線”を避けること
です。常にサンスクリーン剤を使用してください。

それぞれについての詳述は別稿に譲るが、生年月日が
不正確である点、父ニコラの出自に関する憶測、没後
心臓のみポーランドに帰還する。等、いまだ謎が多く、
今後も研究を続けたいと考えている。

つことが健康のためには肝要との由。腸を健康に保つ
ことが若さにつながるという説はさもありなんである
が、最近の研究では脳にも影響があると指摘されてい
ると語られた。百薬の長はまず腸にあり、である。

イス、ドイツ、ロシアなどいろいろな国から来たアン
ティークの大きなオルゴールがたくさんあり、その歴
史や仕組みの説明と美しい音色に聞き惚れました。最
初のオルゴールは1780 年にスイスの時計職人によって
できたそうです。しかし今から約百年前に蓄音機にそ
の座を奪われてしまったとのことです。最後に御影の
格式あるガーデンプレイス蘇州園で例会をした後、ディ
ナーを楽しみ、抽選もあり、この忙しい師走に“ほっ”
とひと息つけるひと時でした。このような素敵な企画
をしていただきましてありがとうございました。

れていた（写真）。
アメリア・イアハートが、あれほど、アメリカで今なお人
気があり、慕われているとは、思いもよらなかった。帰っ
てからネットの百科事典「ウィキペディア」で、アメリア・
イアハートを調べてみると、まず大西洋横断などの数々
の飛行成功が書かれていて、その後、下記のようなゾン
タクラブに関する記述があった。
　「イアハートは、自身の体験を通じ、女性の地位向上に
熱心な活動を行い、ゾンタクラブの主要メンバーとして
活躍していた。今もイアハートの名前を冠した奨学金制
度（大学院課程で航空関連の科学や技術を学ぶ女性対象）
が運営されている…」
　アメリカの首都ワシントンDCで、ゾンタクラブに関す
る勉強がこんなに楽しくできるとは、夢にも思わなかった。
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国際ゾンタ 26地区 第12回地区大会
2013年10月10日（木）～12日（土）
於：岡山コンベンションセンター

国際ゾンタ26地区第12回地区大会は、「女性
の活躍で未来を拓く」をテーマに岡山コンベン
ションセンターで開催されました。

26地区　地区大会に参加して　　　　　  副会長 大西 治代

公開シンポジウム
パネルディスカッション　　　 倉斗 秀子

地区大会の思い出　　   地区広報・コミュニケーション委員長 上田 恵子
地区大会に参加して　　　 早川 住江

26地区大会歓迎晩餐会に出席して
永井 隆子

対談「国際的な女性の活躍と
キャリア形成」　　　　　　 六島 雅子

　今年度、地区大会は、次期国際ゾンタ会長マリア・
ホセ様をお迎えし、岡山コンベンションセンターで開催
された。地元の園児の鼓笛隊が演奏するマーチに乗っ
て、くらしき作陽大学ＧＺクラブが旗手を務めるフラッ
グパレートで華やかに開会された。
　マリア・ホセ次期会長は基調講演冒頭で「リーダー
とは責任を取ること」とおっしゃり、ゾンシャンのそれ
に与する資質について話された。自らがゾンシャンで

　「女性のキャリア形成と経済活性化」のタイトルで行
われた。４人のパネラー（有馬真喜子氏、石川康晴
氏、住田裕子氏、堂本暁子氏）のキャリア形成のヒス
トリーが語られたが、かかわったそれぞれの場所で少
しずつ少しずつ男性優位の社会に風穴を開けてきたと
いう自負が感じられ、でもまだ全然足りない。男性主
体の世界で苦しんでいる女性をサポートしたい、後進
を育てたい。その為の歩みを続けると力強く宣言され
るお姿は本当に格好良く、会場の私達には今後の進

　私の地区大会は10月７日朝、ガバナーや地区役員
とご一緒に関空で国際次期会長マリア・ホセ様のお出
迎えから始まりました。ご家族４人は長旅のお疲れも
見せずお元気な笑顔で花束を受けられ、記念写真撮
影後、「はるか」で京都へ向われました。9日にはまた
岡山にてお迎えし「岡山県ももたろうスタジアム」での
地区大会開催と国際次期会長のご来岡を記念しての西
洋シャクナゲ２本の植樹会、岡山商工会議所にてプレ
ス発表、その後の歓迎会にご一緒させていただきまし
た。いよいよ10日、朝8時から会場前にて各クラブの
広報活動発表の掲示準備です。岡山ゾンタクラブの方
がとても熱心に協力して下さったおかげで予定時間よ
り早くすっきりと整いホッとしました。私もいち早く、我
クラブの作品を掲示しました。写真も会報もあり、多く
の方が熱心にご覧くださっていました。受付で登録を
終えたクラブからそれぞれ掲示をしてくださり、その後
他のクラブの掲示に見入っておられました。皆様から
「他のクラブの広報活動を見ることが出来とても参考
になりました。ありがとう。」とおっしゃっていただき、

　エリアミーティングも地区大会も、出席することに
よってゾンタへの理解が深まり、他クラブのメンバーの
方 と々のコミュニケーションもよりよくなると実感しまし
た。まずは参加!　の思いを強くした次第です。

 マリア・ホセ次期国際会長歓迎晩餐会は、10月10
日午後６時半より、ANAホテル岡山にて行われまし
た。三宅定子大会会長挨拶に続き、仙台ZCの大須
賀はつ会員の厳粛でありながら優美な素晴らしい祝舞
は、観る者を圧倒した感があります。知事、市長など
自治体首長の歓迎挨拶が続いた後、挨拶に立たれた
マリア・ホセ次期国際会長は、「ゾンタ活動を続けるに
は、３つの条件があります。１番目は経済的な問題、
要するにお金がかかるということ、２番目は時間的な
問題、３番目は周囲の理解を得ること。で、１番目と
２番目は、本人の努力でなんとか解決できるが、３番

　ゾンタ次期国際会長マリア・ホセ様とゾンタ名誉会
員・宇宙飛行士山崎直子様の対談を11日13時50分か
ら約1時間お聴きしました。次期国際会長が「私はス
ペイン・マドリードに生まれ、６人兄弟で女性の方が
高い教育を受けて育ち、12歳から奨学金を受けまし
た」と生い立ちから話されると、山崎様も「私は子ども
のころアニメの宇宙戦艦ヤマトを見て宇宙への関心が
でき、大学生の時ゾンタの奨学金を受けてアメリカに
留学しました」と言われました。結婚や子どものこと、

有り続ける理由としては、「よりよい世界を作り上げて
いる組織であるから」と述べられた。
　そして女性や少女たちの人生を変える為にゾンシャ
ンが果たさなければならない役割は、「目標と課題に
対して活動する勇気を持つこと」と結論づけられ、ゾ
ンシャンが手を携えて行くことを促された。穏やかさの
中にも強力なリーダーシップを感じ取った次第である。

むべき道へのエネルギーとなり、モチベーションを与
えられた思いでした。「私達が社会を変えて行くという
能動的動きをしないと社会は変わっていかない」「女性
キャリアが良くなると経済は活性化する」。
　仕事・家庭、ゾンタや地域の活動を通して私達は今
出来ることを一生懸命やることが、経済社会の活性化
につながり未来は拓かれていくのだと、シンポジウムに
参加し、その思いを強く致しました。

又次期会長マリア・ホセ様からも「どのクラブも其々の
工夫がありそれを一堂にこうして見ることができるのは
有意義でよい企画です。」とお褒めのお言葉をいただき
とても嬉しかったです。この掲示イベントのPRのため
そしてコミュニケーション委員長として今年度は全エリ
アミーティングに参加させていただきました。春から初
夏にかけて訪れた福井、鳴門、東京、盛岡、いずれ
の地でも多くのコミュニケーションを持つ事が出来まし
た。今この文を書いていると心あたたかく懐かしい思
い出が蘇ります。皆様ご協力ありがとうございました。

ゾンタとのかかわりなど、プロフィールから会場を引き
つけ、本論の科学技術のジェンダーギャップについて
はお二人とも熱く語られました。「女性は数合わせのた
めではなく、優秀だから採用されるというようにならな
いといけない。夢は実現する。女性にとって各自の自
覚が大切である。社会が変えてくれるのを待つのでは
なく、自分が夢を持ち努力をしなければいけない。そ
して女性の活躍で未来を拓いていきましょう」1時間の
講演は大きな拍手で終わりました。

目の周囲の理解については、いろんな問題がからんで
難しいけれども、ボランティア活動の楽しい面を考え
て乗り切ってほしい」と言われました。
　実際に、私自身も抱えている身近な根本的な問題を
正面切って、国際会長になられる方が言及されたのは
初めてでしたので、マリア・ホセ様の人間らしい魅力を
感じました。晩餐会宴たけなわの時に、参議院議員の
片山さつき氏が登場して、元気いっぱいのアピール。
さすが！と驚き、大阪ⅡZCの河村さと子会員のいつも
ながらの素晴らしい歌唱力に感激いたしました。
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2013-2014年度役員および地区役員
会 　 　 長
副  会  長
会 　 　 計
記 録 書 記
通 信 書 記

早川住江
大西治代
倉斗秀子
税所凉子　福味真樹紅
行岡陽子

会 計 監 査
理 　 　 事
26地区広報・コミュ
ニケーション委員長

上嶋泰子　藤井次子
川田喜代子　永井隆子
上田恵子

●● ●新役員ごあいさつ ● ●●─────────────────────

●● ●役員退任のごあいさつ ● ●●───────────────────

通信書記　行岡 陽子

会計　仁科 一江

会計監査　佐々木 静子

会計　倉斗 秀子 記録書記　　税所 凉子福味 真樹紅

副会長　六島 雅子

会計監査　藤井 次子

通信書記　福味 真樹紅

　監査の役目はクラブの健全な会計を把握し、適正な運
用を促す役割であると存じます。決算前に会計とのコミュ
ニケーションが必要ではないでしょうか。

初めての役員
　2011年より通信書記をさせていただきました。メールやＦ
ＡＸ・郵便を通じ、大阪Ⅰゾンタクラブの会員の皆様へ、
例会のご案内や書類の送付などをさせていただきました。
初めて役員の仕事で、多々至らぬことがありご迷惑をお掛
けしたことと思いますが、私自身にとってはクラブの中だけ
でなく、他クラブの様子もより多く知る機会を得ることがで
きました。無事に任期を終えることが出来、励まし助けて
下さった皆様に感謝しております。有難うございました。

　前回（1996～1998年）に次いで二度目の通信書記の役
職をお受けし8か月がたちました。前回とは違ってパソコン
や通信機器が発達し、楽になった部分もありますが、連
絡がうまくいかず困る局面もあります。ホテルへの連絡の
都合上、例会開催の3日前（その週の月曜日）までに当方に
出欠いずれかのご連絡を必ずお願いいたします。皆様のご
協力を得て、クラブの運営が順調に行われますよう努力し
たいと思います。どうぞよろしくお願いします。

会計役を終えて
　この役目を頂戴致しました際、先輩の皆様より、たいへ
ん勉強になりますよと、励まして頂きましたが、その通りで
した。今まで経験したことの無い、数字の支配する世界を
体験し、日頃より視野の狭い自分自身の世界が、明らかに
ほんの少し拡大したようで、心地好い満足感を得ることが
できました。
　しかし、何よりもお伝えしたいことは、この任務を実行
するにあたり、多くの会員の皆様に助けて頂いた事です。
感謝あるのみです。

会計監査を退任するにあたって
　この二年間、ゾンタの皆様方に大変お世話になりまし
た。体が元気なころは私も皆様に負けず走り回って仕事を
させていただいたものですが、年齢には勝てず、あまりお
役に立てなかったことを悔いております。皆様にお世話に
なりましたことを心より感謝し、退任のご挨拶とさせていた
だきます。

　１年間の任務だからと、苦手意識のある会計に就いて、
迅速な処理を自分に課しておこなって参りました。奉仕の
精神を軸に、和気あいあいとした雰囲気の例会と理事会に
出席するのは楽しみで、加えて国際ゾンタの一員であるとい
う意識を確認させていただいております。どうぞ会の運営
がスムーズに行きますようご協力宜しくお願い致します。

　理事会や例会での皆様の発言や発表の内容が濃く、そ
の流れが早いため、帰宅して読み返すと、自分の字であり
ながらミミズのような文字で読めないこともありましたが、
回を追うごとに慣れてきて書きとめることが出来るようにな
りました。記録書記をさせていただいたお陰で、毎回の内
容を反芻することとなり、より深く大阪Ⅰゾンタクラブの活
動を理解することが出来たように思います。引き続き、誤字
脱字、日時や金額などの数字のミスのないようにと心がけ
たいと思っております。よろしくお願いいたします。

（福味真樹紅）

副会長を退任して
　副会長の大任をお受けしてよりの二年間を省みて、会長
（永井会長、早川会長）をサポートする立場にありながら逆
に会長にサポートしていただいたのではないかと本当に申し
訳ない思いで反省をしております。それぞれ個性ある会長と
ご一緒させていただけたことは大変いい経験であり、多く
を学ばせていただけたと感謝しております。ありがとうござ
いました。
　今年４月29日には大阪Ⅰゾンタクラブ創立50周年の記念
日を迎えますが、歴史ある大阪Ⅰゾンタクラブとして立派な
周年事業が果たせますことをお祈りしております。

岡山での地区大会、各種団体との交流懇談会に参加して
福味 真樹紅

地区大会最終日　閉会式
行岡 陽子

　今回はパネルディスカッションのパネリストの皆さん
全員、懇談会に参加されました。岡山ゾンタクラブの
皆様方のご尽力により、岡山県や市の行政の代表者の
方からもご挨拶をいただき、和やかな中にも格調高い

　閉会式は、三宅ガバナーのご挨拶から始まり、和服
を装った次期会長マリア・ホセ様ご一家の入場、そし
て次期会長の乾杯で会場は大いに盛り上がった。お
食事をいただきながらアトラクション（ピアノ演奏・備
前岡山獅子舞太鼓）を楽しんだ。壇上で、次期会長に
恒例の国際ゾンタ財団への寄付を行い、その額は約
７万ドルに上った。
　３日間に亘る第12回地区大会も三宅ガバナー以下ホ

懇談会となり、更にマリンバの生演奏もあり、華やか
さも加わりました。ビュッフェスタイルのお料理の中に
は、岡山名産の祭りずしもふるまわれ、女性の好きな
デザートもふんだんに揃えられていました。

ストクラブ岡山ゾンタクラブの見事な運営でつつがな
く幕を閉じ、それぞれの成果を胸に、また逢う日を約
して帰路に着いた。

9月例会　地区ＹＷＰＡ委員長西川ひろこ様と

地区大会にて、マリア・ホセ次期国際会長から
賞状を受け取る田中さん

YWPA賞(若い女性のための社会活動賞)　田中莉奈様
　国際ゾンタ26地区賞受賞！

奉仕委員長　上田恵子
　大阪府立北摂つばさ高校 3年生　田中莉
奈様が地区 YWPA 賞を受賞されました。
東日本大震災の被災地、気仙沼の復興支援
ボランティアに参加し活躍され、大阪Ⅰゾ
ンタクラブから推薦させていただいた方が
受賞されたのは本当に嬉しいことです。大
阪産業大学一年になられた田中さんは 10
月 11 日岡山での地区大会に出席され次期
国際会長より賞状を受けられました。
　この受賞が高校時代の良き思い出とな
り、また学業外分野での活動に対して高い
評価を得たことが田中さんの今後の発展に
繋がって欲しいと願っています。当日は担
当の藤井先生もお越し下さり、その熱心さ
に敬服いたしました。
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 第６回　川田 喜代子さん
“継続は力なり”

インタビュアー  広報委員長 行岡 陽子

インタビューを終えて

ときめきインタビュー
～輝き続ける女性をクローズアップ！～

　新年の気分もまだ冷めやらぬ１月９日午後のひととき、ロイヤルホテルメインラウンジ
で川田喜代子様にいろいろお話を伺いました。
　先生は、関西医大ご卒業後、京大の小児科教室に在籍され、その後大阪市大耳鼻咽
喉科教室に移籍、昭和28年に大阪市浪速区日本橋で耳鼻咽喉科を標榜されて開業され
ました。昭和35年現在地に転居され、現在も臨床の第一線で耳鼻科医としてご活躍で
す。今年、浪速区でただ一人の、ご開業60年とのことで、近く地区医師会から表彰をう
けられる由です。
　川田様は、大阪ゾンタクラブ設立の翌年の1966年に、御親交がおありだった当時の
初代会長　広瀬勝代様のご紹介で入会されました。1980年には第５代会長を務めら
れ、タイ・バンコクで開催された第１回17地区大会では、大会会長が最高裁判所長でも
あったこともあり、大変歓待を受け、また花笠音頭を披露し大受けしたこと、そして
1985年の東京での第３回１７地区大会ではフラッグパレードの旗手を務められたことな
ど当時のご活躍のご様子をなつかしく話していただきました。
そして会長時の1980年に、“大阪ゾンタクラブ会報第１号”を発刊、今日に続く基となり
ました。1989年には、長期計画委員会として５年間に亘り阪大・大阪市大・大阪府大等
の留学生に奨学金を送ったことの中心としてご活躍されました。
　また数々の賞を受けられていますが、ゾンタとしては、2003年に大阪府女性基金プリ
ムラー大賞を受賞されたことは特記すべきことです。
　ご趣味もギター・日本画・小唄・日舞・コーラス等々広範囲に亘り、唄特に音楽が大
好きで、今もコーラスは続けておられるそうです。
　モットーは、“継続は力なり”とのこと、お仕事もゾンタも立派に継続しておられます。
　大阪Ⅰゾンタのメンバーの皆様には、お互い同士が仲良く、例会以外でも親しく話せる
雰囲気であってほしいとのことでした。
　現在、大阪Ⅰゾンタクラブ創立50周年実行委員長の重責を担っておられますが、とに
かく50年、太かったり細かったりはあっても続いてきたのは素晴らしいこと、やはり継続
が大切と結ばれました。
　インタビューを通じ、信念を持って活動しておられる先生のパワーに圧倒されました。
今後もお元気で“継続”して頂きますよう、またゾンタでも長いキャリアのご経験を活かし
て、私たち後輩をご指導していただきますよう願ってやみません。

日時：平成２６年１月９日　午後４時　　 　
場所：リーガロイヤルホテル　メインラウンジ

＊＊＊＊ LAA・奉仕委員会 ＊＊＊＊
LAA委員長　倉斗 秀子
奉仕委員長　上田 恵子
委員　徳光 清子　福味 真樹紅　金戸 光子
　　　東村 眞理子

　LAA（立法意識・支援）活動ですが、政府機関への
サポート、世界の国への支援は、国際そして26地区
の活動を通して勉強していますが、クラブでは奉仕先
の見直しを図ったり、時期に即した新たな提案を行う
など、大阪IZC50周年記念事業を鑑みてLAAをバッ
クボーンに活発に行われております。（倉斗秀子）

　大阪Ⅰゾンタクラブは平成25年11月21日(木)夕陽
丘基金設立10周年記念シンポジウム会場にて夕陽丘
基金運営委員会より感謝状をいただきました。クレ
オ大阪中央にて開催され、早川会長に同行して例会
の前に出席しました。「夕陽丘基金」とは大阪市の施
策と連携して、現在の公的制度で十分な支援が受け
られない状況にあるDV被害者や子供に対して経済
的な援助を行い、自立を支援する基金です。（上田恵
子）

＊＊＊＊ 国連・国際委員会 ＊＊＊＊
委員長　中務 和美
委員　辻 恵美子　後藤 安子　仁科 一江

24年から25年にかけての委員会の活動
・UN Womenからの要請により“企業の最高責任者
（CEO）による「女性のエンパワーメント原則～平
等はビジネス向上のカギ～」への署名”を集める事
となり、会員の皆様に協力を呼びかけたところ７
企業の署名を得、またそれに伴う寄付金（一社
５万円）の協力も賛同いただき、UN Womenから
認証状を受ける事ができた。

・大阪ⅡZC主催のUN Women関連の集まりに委員
長が出席、大阪Ⅰに於いても活動内容を知る為に
そうした集まりを持ちたいと願っている。

＊＊＊＊＊＊ OMC 委員会 ＊＊＊＊＊＊
委員長　永井 隆子
委員　佐々木 静子　伊藤 幸子　上嶋 泰子
　　　小松 美佐子　北村 やゆ子　永井 佳世子

　平成25年度６月例会に、３名の新入会員を紹介する
ことができました。大野智代さま（団体職員）、永井佳

＊委員会だより＊
世子さま（内科医師）、東村眞理子さま（国際エンゼル
協会代表理事）の新進気鋭の若い方達です。わがクラ
ブの会員数は30名となり、創立50周年を迎えるにあ
たって、恵まれた会員数ではないかと思います。今後
とも会員増強に向け、努力したいと思います。

＊＊＊＊ 企画・親睦委員会 ＊＊＊＊
企画委員長　六島 雅子
親睦委員長　大西 治代
委員　川田 喜代子　藤井 次子　税所 凉子
　　　重森 由郷　上島 禎子　行岡 久美子
　　　大野 智代

　今期の年間計画の予定通り会員卓話を二度、講師
をお迎えしての卓話を一度行いました。外部講師卓
話はイノベーション推進センター辨野特別研究室の
辨野義己先生による腸内細菌についてのお話で、腸
内環境をよく保つ事が若さの秘訣であると熱くご講
演くださいました。移動例会も香雪美術館、堀江オ
ルゴール博物館を見学し、ザ・ガーデンプレイス蘇
州園で例会、食事でございましたが、遠路ご出席く
ださいまして無事終えることができましたのも皆様
のご協力があっての事とありがたく存じておりま
す。今後ともよろしくお願い申し上げます。（六島雅
子）

＊＊＊広報・
　　ホームページ委員会 ＊＊＊
広報委員長　行岡 陽子
ホームページ委員長　税所 凉子
委員　水野 光子

・第1回広報委員会　2013年9月10日（火）出席者：
税所・行岡陽子
　会報66号の企画・立案について　執筆者の選定、
原稿の字数、締切、発行（平成26年3月例会時）、
配布　等について検討

・第2回広報委員会　2014年2月6日（木）　出席者：
税所・行岡陽子
　会報66号の編集
・第3回広報委員会　2014年3月1日（土）　出席者：
税所・行岡陽子
　今回から年1回発行となりました皆様の“大阪Ⅰゾ
ンタクラブ会報”です。ご協力に感謝申し上げます
とともに、ご意見・ご提案などお聞かせくださいま
せ。何卒よろしくお願いします。（行岡陽子）
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大阪Ⅰゾンタクラブ

新入会員のことば

リレーエッセイ

大野智代 永井佳世子

東村眞理子

ゾンタってなんだろう？　ゾンタで自分に何ができ
るのだろう？　私はゾンタにふさわしい人間？　そん
なことを考えているうちに一年が過ぎようとしていま
す。何かのために、誰かのために、何かできそうな、
そんな予感（？）はしているのですが、それがなんな
のか、まだわかりません。その「何か」を見つけるた
めに、これから少しずつゾンタの世界を味わっていき
たい…噛めば噛むほど味わい深い、そんなゾンタを楽
しみにしています。どうぞよろしくお願いいたします。

この度、金沢ＺＣより移籍させていただきました。
ゾンタの素晴らしい点は、メンバーがそれぞれのお立
場で活躍なさっていること、そして国連会場にて発言
権を持つことだと考えています。たくさんの奉仕団体
があるなかでゾンタしかできないことが多くあるよう
に思います。未熟でございますが、末永く活動に携わっ
ていきたい所存です、どうぞよろしくお願い申し上げ
ます。

「ゾンタクラブ」とお聞きしても何も知らない私で
した。3年前になりますが、櫻井よしこさんの講演会
に出席させていただき初めてゾンタクラブの活動を知
り、活動されている皆様にお会いいたしました。その
時は未熟な私にはとても遠いところに思っておりまし
た。先輩の方に「いろんな業種で活躍されているみな
さまとの出会いは勉強になりますよ」とお誘いいただ
き、国際奉仕ということに魅力を感じ入会させていた
だきました。これからいろいろ学ばせていただきたい
と思っています。よろしくお願いいたします。 左から永井佳世子、大野智代、東村眞理子

　活動報告　2012年10月～2014年１月
2012年
10月４日（木）

10月18日（木）

11月１日（木）

11月15日（木）

12月6日(木)

12月20日（木）

2013年
1月10日（木）

1月17日（木）

2月21日（木）

3月7日（木）

4月8日（月）

4月15日（月）

5月9日（木）

5月16日（木）

理事会　於：事務所

例会（22名）　於：リーガロイヤルホテル
・実行委員会　講演者と折衝中
・国際・国連委員会　企業のCEOに署名
  を依頼中
・京都雅ZC20周年式典に３名出席
・ユニセフチャリティーバザーに寄贈品送付
・会報65号配布
・卓話「私の歩んだ道」税所凉子会員

理事会　於：事務所

移動例会（15名）　於：登大路ホテル（奈
良）
・広報委員会　クラブ名簿作成
・国連・国際委員会　企業CEOの署名
  及び寄付協賛成果報告
・実行委員会　講演者　浅田次郎氏に
  決定
・東京ⅡZCコンサートに１名出席
・安芸コスモスZC10周年式典に１名出席
・フェニックス神戸ZCチャリティーバザーに
  １名出席
・卓話「日本アラブ女性交流会に出席して」
  佐々木静子会員

理事会　於：事務所

例会（20名）　於：リーガロイヤルホテル
・広報委員会　会員名簿配布
・国際・国連委員会　クリスマスカードを
  姉妹クラブに送付
  （コーバリス・台北Ⅱゾンタクラブ）
・福井ZCチャリティーパーティに１名出席
・姫路ZC・GZクラブ認証式に３名出席
・奈良ZCチャリティーディナーコンサートに
  ３名出席
・仙台ZC神部真理子氏より著書
  「玉の緒よ」を全員に贈呈
・卓話「美しい皮膚をいつまでも」
  西嶋攝子氏（西嶋皮ふ科院長）

理事会　於：事務所

大阪Ⅰ・大阪Ⅱ合同新年会
（大阪Ⅰ18名・大阪Ⅱ15名・岡澤エリア３
AD・ゲスト２名　計36名）
・チャリティー講演会詳細を協議　
  チラシ・チケット配布
・エリア３エリアミーティングの案内
・新年会では岡澤ADの挨拶があり、エリ
  アミーティングへの招聘と基調講演や

  スーチー氏の紹介など

理事会　於：リーガロイヤルホテル

例会（21名）　於：リーガロイヤルホテル
・UN Womenより認証状が届く
・YWPAに府立北摂つばさ高校の田中莉奈
  さんを推薦
・チャリティー講演会役割分担等協議
・奉仕先決定（ゾンタ東日本大震災復興支
  援活動・四恩学園・児童虐待防止協会・
  毎日新聞社会事業団・国際ゾンタ・アメリ
  アイアハート基金・ライトハウス・ユニセフ）

チャリティー講演会　於：ホテルニューオオ
タニ大阪
講演：「日本的生活」玄侑宗久氏
演奏：津軽三味線　岡田　修氏

例会（21名）　於：ホテルニューオオタニ大阪
・次期地区役員・指名委員候補者推薦依頼
・金沢ZCより会員１名移籍希望
  （永井佳世子氏）　承認
・チャリティー講演会の反省
・指名委員（５名）選挙

理事会　於：事務所

例会（19名）　於：リーガロイヤルホテル
・上田26地区広報委員長より岡山ZC出席
  その他広報活動報告
・チャリティーイベント収支報告　承認
・次年度年会費納入に関して会計より
  口座番号配布・納入依頼
・地区指名委員選挙候補者として行岡陽子
  会員をクラブより推薦
・エリア３エリアミーティングプログラムに
  於ける大阪ⅠZCの発表に関して
・クラブ次期役員に関して指名委員長より
  発表　承認
通信書記　行岡陽子　会計監査　藤井次子
記録書記　税所・福味が交互に担当（1年
間のみ）
・京都ⅡZCチャリティー園遊会　１名出席
・大津ZC「桜遊びin三井寺」２名出席

新旧役員合同理事会　於：事務所

例会（19名）
・エリア３エリアミーティング報告　大阪Ⅰ
  からは8名出席
・福島桜ツアー・被災地訪問　２名出席
・新入会員として6月新年度より
  大野智代氏・東村眞理子氏の入会を
  全員一致で承認

バングラデシュの子どもたち 東村 眞理子

　私の所属している国際エンゼル協会は、途上国の子どもの教育と女性の自
立のための支援をおこなっています。主にバングラデシュです。私が初めてバ
ングラデシュを訪れた時は私の3人の子どもたちは小学生でした。貧しくてもキ
ラキラとした瞳で私たちと接してくれます。そのあたりに咲いているバラの花
や、葉っぱをプレゼントしてくれました。はだしで走り回っている子どもたち、
みんないきいきと楽しそうにしていました。その時初めて幸せってなんだろうと
思いました。私の子育てもその時から変わったように思います。奨学金を渡し
ている農村の学生の家を訪ねると、家が狭く人が入れないので外で椅子を並
べ、お茶やバナナや手づくりのお菓子を出して精一杯もてなしてくれます。何度
もそのような経験をしているうちに支援をしているよりいただいたものの方が多
いことに気づきます。現地の人の優しさ、温かな心、きっとそれがあるから続
けてこられているのだと思います。そしてこれからも途上国の人たちと絆を深め
ていきたいと思っています。
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編集後記
　今回の会報66号は従来の年2回の発行から
1回の発行に変わった最初の号である。従っ
て1年間の大阪Ⅰゾンタクラブの歩みを網羅
することになるので、この間タイムラグもあ
り、編集に苦慮した。今後の会報のあり方に
ついては更なる検討が必要かと考えている。
ぜひ、会員の皆様のご意見をお寄せ下さい。

そこで速報性は大阪ⅠゾンタクラブのHPに
ゆずり、今回は4月に迎える「大阪Ⅰゾンタ
クラブ創立50周年」の予告をメインとした。
原稿をお寄せくださったメンバー各位には深
く感謝申し上げると共に今後もご協力をよろ
しくお願いします。

（広報委員長　行岡陽子）

6月6日（木）

6月20日（木）

7月４日（木）

7月18日（木）

９月５日（木）

９月19日（木）

10月3日（木）

10月17日（木）

11月7日（木）

11月21日（木）

12月５日（木）

12月19日（木）

2014年
１月16日（木）

理事会　於：事務所

例会（20名）　於：リーガロイヤルホテル
・新入会員入会式
・年間例会プログラム承認
・仁科会計より決算報告
・予算案承認
・皆勤賞の継続を検討

理事会　於：事務所

例会（24名）　於：リーガロイヤルホテル
・事務所電話の休止について協議
・YWPA賞田中莉奈さん受賞の件
・ユニセフ・チャリティーバザーの件を協議
・新入会員３名分名簿用シールを配布
・クラブ役員一覧表配布

理事会　於：事務所

例会（19名）　於：リーガロイヤルホテル
・YWPA賞受賞伝達式　田中莉奈さん出席
  YWPA委員長西川ひろこ様ご臨席
・地区指名委員に行岡陽子会員が立候補
・国際ゾンタへの寄付検討
・会員卓話「ショパンってどんな人？」
  中務和美会員

理事会　於：事務所

例会（22名）　於：リーガロイヤルホテル
・YWPA2014年度の募集要項について
・地区大会報告
  （大阪Ⅰから出席した9名から）
・国際ゾンタへの寄付について

理事会　於：事務所

例会
・夕陽丘基金感謝状の報告
・50周年実行委員会報告
・役員一覧の改訂版配布
・卓話「腸年齢で若さは決まる」
  講師：辨野義己氏（理化学研究所　
  イノベーション推進センター）

理事会　於：事務所

移動例会（18名）神戸市香雪美術館、西
宮市堀江オルゴール博物館へ
例会場：ザ・ガーデンプレイス蘇州園
・他クラブイベント案内
・会報66号原稿依頼
・50周年記念事業の件

例会（19名）　リーガロイヤルホテル
・他クラブイベント出席報告
・フィリピン地震義捐金の検討
・50周年記念式典について
  （チケット購入枚数、青パト贈呈式）
・卓話「スミソニアン博物館―航空と宇宙の
  博物館―を訪れて（アメリア・イアハートの
  思い出）永井隆子会員

（文責　2012年10月～2013年5月：中務
2013年6月～2014年1月：税所・福味）


